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平成19年 度 情報処理センター学生スタッフの活動について

学生 ス タ ッフは、 自習利 用者 の支援 や 自習室 の整 備等 、 セ ンター利 用者 へ のサ ー ビス の

向上 の ため電 算実 習室 に配 属 され てい ます。 また 、ユ ーザ ーズ ガ イ ドの編 集 や公 開講座 の

サ ポ ー トな ど学 生 の視 点か ら情報 化 の推進 に協 力 してい ます。

平 成19年 度 は前期28人 、後期26人 の登 録 があ り、情 報 処理技 術 や コ ミュニ ケー シ ョン

能 力 を高 め るた め に3グ ル ー プ(「 ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド&公 開講 座 班 」 「広 報 班 」 「資 料 作

成&教 材作 成支 援班 」)に 分か れ て作 業 を行 い 、 ス タ ッフ各 自の課 題 に も取 り組 み ま した。

各班 の業務 は次 の通 りです。

○ユ ーザ ーズ ガイ ド&公 開講座 班

ユ ー ザ ーズ ガ イ ド&公 開講 座班 の 主 な業 務 は 、 「ユ.__..ザーズ ガ イ ド作 成(Web版 ・冊子

版)」 「ス ター トア ップガ イ ド作 成」 そ して 「パ ソ コ ン入 門講 座 とExcel入 門講座 の 各 テキ

ス ト作 成 お よび講座 の補助 業 務」 です 。

今年 度 のス タ ッフは未経 験 者が 多 い とい うこ とと、今年 のパ ソ コ ン入 門講 座 で は 「プ ロ

グ」 とい う初 めて の題 材 だ った こ ともあ り、前 期 は未経 験 者 の指導 とパ ソ コ ン入 門講 座 の

テ キス ト作 成 に費 や して しまい 、最終 的 に七 月末 ～八 月初 頭 にか けて駆 け込 み 的 に作 成 す

る部分 が 多 くな って しまった こ とや 、班 員 の作 業量 の偏 りが大 き くな って しま った こ とが

残 念 です 。 また、パ ソ コ ン入 門講 座 の補 助 業務 を行 い ま した。 後期 の前 半 は、Excel入 門

講 座 の テキ ス トの作 成 を して、Excel入 門講座 の補 助 業務 を行 い ま した。後 半 は、2008年

度 入学 生用 の ス ター トア ップ ガイ ド作成 を行 い ま した。

パ ソコ ン入 門講座 で は プロ グを は じめ て行 っ たので すが 、公 開講座 の進行 とテ キス トの

内容 に大 きな問題 はあ りませ ん で した。 た だ、三 日 目の デ ジカ メ を使 用 し、パ ソ コンへ取

り込 む方法 を統0し た ほ うが 良 いの では とい う指摘 や 、パ ソ コン とデ ジ カ メ ・カー ドリー

ダ.__._との接 続 を切 る際 の 、 「ハ ー ドウ ェアの安 全 な取 り外 し」 か ら行 う旨 をテ キス トに載

せ る旨の指摘 を受 け ま した。

また、 これ は仕 方 の無 い こ とですが 、受 講 され る方 のパ ソ コ ン歴 に差 が あ るため 、 どう

して も レベ ルの差 とい う ものが 出来 て しまい ます 。受講 され る方 の レベ ルに合 わせ て クラ

ス分 け を した ほ うが 良 い とい う指摘 もあ ります。慣 れ ない方 に もわか りや す いテ キス トを

目指す と共 に、 この こ とにつ い て考 慮 したほ うが 良い か もしれ ませ ん。

Excel入 門講座 の 内容 は前 年度 と変更 が ないの で 、 テ キス トの表 紙 の 図案 を班 員 に0つ

ずつ作 成 して もらい、決 ま りきった 図表 で はな く個 性味 溢 れ る図案 に変 更 しま した。次 に

住 所録 の デー タを以前 まで の駅 名 の デー タか ら一新 して 、奈 良大学 ・奈 良大 学生 に関係 の

あ る施 設 の住 所 録へ と変 更 しま した。 これ は受 講者 に奈 良大学 とは どうい う大学 なのか を
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知って貰おうという意図のもと、変更 したものです。他 には記載データの数値の変更や誤

字脱字の修正をかけました。5日 間の講座 も無事成功 を収めることが出来ました。

2008年 度入学生版 のス ター トア ッフ.ガイ ドを入学式 までに作成 しました。主な修正個

所は 「情報処理センター内部の見取 り図」です。

ユーザーズガイ ド&公 開講座班が作成 した 「パ ソコン入門講座テキス ト」「Excel入 門

講座 テキス ト」お よび 「スター トアッフ.ガイ ド」 の表紙 と 「Web版 ユーザーズガイ ド」の

トップページを参考に掲載 します。

以 上

「パソコン入門講座テキス ト」(表紙)
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脚囲-鳴

「ス ター トア ップガ イ ド」(表 紙)

「Excel入 門講座 テキス ト」(表 紙)

「HTML版 ユ ーザ ーズ ガイ ド」
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○広 報班

広 報班 の主 な業務 は、 「セ ン タ.___ニュ.___スの原 稿 作成 」 「情報 処 理 セ ンターホ ームペ ー ジ

の作 成 ・更新」 そ して 「各種 掲示 物 の作成 お よび掲 示」 です。

「セ ンター ニ ュ.___スの原 稿作 成」 で は 、No.58・59・60号 の3部 を作 成 しま した。 今

年度 最初 のNo.58の 作 成 に関 して は、前号 を作成 した時 と同 じよ うに、 ミー テ ィングで記

事 を決 め 、そ こか ら全 員 で作 成 して い き ま した 。 また、 「自習室 利 用状 況 」 は資 料作 成&

教材 作 成支援 班 と連 絡 を とっ た上 で掲 載す る こ とが 出 来 ま した。No.59か らは今 年2作 目

とい うこ とで新 規 ス タ ッフ も作業 が ス ム ーズ行 え る よ うに な り、No.59とNo.60の 両号 と

も前 回 と同 じよ うに、 ミーテ ィングで記事 を決 め て作 成 してい き、両号 と も締 め切 りまで

に作 成で き、特 に問題 は起 きませ んで した。

情報 処 理 セ ン ター ホー ムペ ー ジの作 成 ・更新 で は、新規 ス タ ッフが 多 く参 入 し、そ れ に

伴 って、 どの班 もHTMLの スキ ル を必 要 とす るの で、前 期 はHTML講 習会 を実 施 しま

した。 そ の上 で 当班 に配 属 され た新 規 ス タ ッフ に慣 れ させ る よ う、 「は や うち タイ ピ ング

コ ンテ ス トの結 果」、「自習利 用 につ い て」、 「セ ン タ.___からのお知 らせ」 の3つ の変 更 を頼

んだ ところ 、 しっか りこな して くれ ま した。 また、 自主 的 にセ ンター ホー ムペ ージの修 正

すべ き点(「 学生 ス タ ッフの仕 事 紹 介」 の背 景 の変 更)を 挙 げ て くれ た班 員 も居 ま した。 後

期 は、変 更すべ き箇 所 を中心 に加 筆修 正 しま した。特 に 「学生 ス タ ッフの紹介 」、 「自習利

用 につ いて」、 「はや うち タイ ピング コ ンテ ス トの結果 」、 「公 開講座 」、 「セ ンターか らのお

知 らせ 」、 「学 生 ス タ ッ フの仕 事 紹 介」、 「各 班 の仕 事 紹 介 」 と班 紹 介 の ペ ー ジ、 「設 備 」、

「研 究業 績一 覧」 を変 更 しま した。

掲 示物 の作 成 では、 受付 の机 に設 置 した お知 らせ は 自主 的 に作 成 し、 プ リペ イ ド式 コ ピ

ー機 の案 内 のポ ス ターの作 成及 び情 報処 理 セ ンター事 務 室 カ ウ ンター に置 い てあ る案 内の

作成 は事 務室 の指 示で作 成 しま した。 また、 これ らの作 成 に は他 班 の班員 が協 力 して くれ

ま した。 印刷 許可願 の見本 を作 成 しま した。 また、情 報処 理 セ ンター事 務 室 カウ ン ター に

置 いて あ る案 内 と、 ポス ターの作 成 も行 い ま した。

今 期 もほぼ全班 員が作 業 に当た って くれ ま したが 、様 々な支障 が あ って仕方 が な い面 も

あ ります が 、完壁 とまで はい きませ んで した。 また、 これ は広報 班 だ けで はな く全 ス タ ッ

フに言 え る こ とか も しれ ませ ん が 、HTMLが 基 本 的 な もの な ら解 か る、 あ る い はあ ま り

解 か らない とい うこ とが解 か りま した。そ こで 、来 年度 は新 規 ス タ ッフ も増 える こ とだ ろ

う と思 うの で、 平成20年 度 も一一度HTML作 成技 術 のい っそ うの 向上 を 目的 と した講 習

会 を開催 し、 どの班 も円滑 に業 務 を進 め られ る よ うに し、 それ を下 の世代 へ と繋 げ てい か

ない とい けない と感 じま した。

これか らも円滑 に作 業 を進 め られ る よ うに し、 かつ 「見 やす い ・読 み や すい ・わ か りや

すい」 も続 け てい きたい と思 い ます 。
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「セ ン タ ー マ ッ プ」

吟

「セ ン タ ー ニ ュ ー スNo.58」(表 紙)

○資料作成班

資料班の主な業務は、「自習室利用状況の統計資料作成」「センター年報のデータベース

化」「システム図、ネットワーク図、教室配置図の作成」「情報処理センター案内パンフレ

ットの作成」そして 「eラーニ ングコンテ ンツの作成支援」です。

自習室利用状況の統計資料作成では、シフ トに入った資料作成班のスタッフが、Access

へ の利用者 デー タ入力 ・自習利用簿のチェック ・利用者数のチェック及び月初めの利用統

計表作成をおこないました。

eラ ーニ ングコンテンツの作成支援では、教員から頂いた授業用教材のデータをPDF

に変換 し 「学習支援 システム」へのアップロー ドを行いました。今年は新規スタッフが多

数のため、HTML作 成方法やホームページへ のアップロー ドする際に必要なFTPの 操

作講習会 を開催 して班業務の技術習得に熱心に取 り組んでいきました。

「システム図、ネットワーク図、教室配置図の作成」「情報処理センター案内パ ンフレ

ットの作成」では、情報処理センターの機器等の入替は行われなかったので、現システム

と各図面の確認を行いました。

今年度は、 ミーティングの参加については良好で、班業務の技術習得に熱心に取 り組ん

でいた。さらにはミーティングでの技術を利用 し、苦労 しながらも班業務に取 り組むとい

った積極性が伺えた。この積極性が大 きな収穫であり、来年以降の班業務に多いなる期待

を寄せることが出来る。また、 ミーティングでの技術習得が困難なスタッフもいたため、
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マニュアルの改訂が必要である。 今後は1人 ひ とりを指名 して業務 を行 わせ、これら課題

を解決 していき技術者の育成に努めていきたい。

暢耀戴糧センターでは、撹藁のゴリントや資斜、■覇の簡単なまとめ嫡唆配布するサ0ビ スを曽います。協力していただける先生がおられましたら籍耀魅辺
い●

覗在、教材の撮併きれている鱒臼は以下の遡リです.氏名のアイウ
エオ1●こ娼艘しています●

●脅木 灘喪
一蒼澤遜親代皇・筒ア刈 力皇一〇卒塁塾文作確の手引2

0【2007隼 虚勧期】外国吏 一近代丁重社金の鎧闘罎va--
o【2而7犀腹 翻翻 瓠国吏 一近代工霊社金の龍闇幽一鴨L2
0【20Q7年 壇前㎜ 外国吏 一近代工重社金の縞間鍾一vo生3
0o【-a

●大坪 口介
o心 謹学研究法∬
o鯉 』墜
o心 緯学露用夷管K二)
o心 鐸営応用實習皿(一)

●六町 公
oム 幽
oム 聞翻皿仁 ≧
o一

●小松原 尚

●縫遡 墜

「奈良大学学習支援 システムTOPペ ージ」

以 上
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